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讐 學士 新 井 英 夫
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第一章 緒 論

1882年R.Koch一 ヨ リテ結 核 菌 登 見以 來 、肺

結 核 ハ遺 傳 性 疾 患 二非 ズ傳 染 スル コ ト確 諦 セ ラ

レタ リ。 開 放 性 結 核 患 者 ノ咳 漱 二際 シテ、其 ノ

結 核 菌 ・・FIUggeノ 云 フ微 小 滴 ト共 二吸 入 セ ラ

レ、 或 ハ 又Cornetノ 云 ヘ ル如 クー、 床面 二吐

出 セ ラ レタル喀 疲 ガ乾 燥 飛 散 シ テ之 ラ吸 入 スル

カ、 又 ハ小 見 ノ床 上這 廻 ニ ヨ リ汚 物 感 染 ラ ナ ス

場 合 モ アル ガ、Ghonガ 其 ノ97%ハ 吸 入感染

二依 ル ト云 ヘ ル ガ如 ク、 最 モ 多 イ感 染 経 路 ハ吸

入 感 染 ト見 ル ベ キ デ ア ラ ウ。

イヅ レニモ セ ヨ、 其 ノ感 染 ノ根 元 ハ開 放 性結 核

患 者 デ アル。 從 ツ テ傳 染 源 ノ隔 離 ハ、 他 ノー般

傳 染 病 二於 ケル ガ如 ク必 要 鋏 ク可 ラザ ル モ ノニ

シ テ、 掲 逸 、 英 國 、 其 他 ノ先 進 國 ニ テ ハ幾 多 ノ

療 養 所 、 相 談 所 テ開設 シ、 患 者 ノ経 濟 的 助 力 及

ピ治 療 ノ途 テ講 ジ、 結 核 患 者 ノ登 見 及 ビ其 ノ移

動 二際 シ、 蜜師 テ シテ 申告 セ シム ル ノ義務 テ法

律 ラ以 テ制 定 シ、 其 ノ傳 染 源 ノ根 羅 ラ期 シ ツツ

ア リ。

人 艦 二 於 ケ ル 結 核 感 染 ハ 哺 孚L期二 其 ノ端 テ登

シ、 年 齢 ト共 二其 ノ感 染 頻 度 モ亦 檜 加 シ、Pir-

quet及 ビHamburger一 ヨ レバ、 青 春 期 二至

レバ94%二 迄 達 ス ト
。 併 シナ ガ ラ 少 ナ ク トモ

今 日、 我 國 』於 テハ外 國 二比 シ尚多 藪 ノ成 人 未

感 染 者 ノ存在 スル事 實 ガ、(1)岡 治 道 氏、(2)小林

義 雄 氏等 ニ ヨ リテ主張 セ ラ レ、 而 モ青 春 期 二於

ケ ル看 護 婦、 軍 陰 等 二於 テ ノ調 査 二依 レバ、 未

感染 者 ヨ リ登 病 スル者 凱感 染 者 ヨ リモ多 シ ト云

フ・(3)Pirquet(4)Hamburger及 ビMonti等

ノ「ツベ ル ク リン」反 慮實 施 報 告以 來
、 各 國 二於
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テ盛 二追 試 セ ラ レ、 結 核 ノ感 染 有無 判 定 ノ唯 一

ノ方 法 ト シテ、 「ツ ベ ル ク リ ン」反 慮 ハ我 國 二於

テ モ其 ノ業 績 枚 塞 二逞 ア ラズ。 其 ノ初 メ ニ於 テ

ハ、 唯 其 ノ感 染 頻 度 ノ報 告 二止 マ リ シモ
、今 日

二於 テ ノ・、 小 林 等 ニ ヨ リ「ツ〈ごル ク リン」反 磨 試

験 連 績 實 施 ト、X線 検 査 トノ拉 用 一 ヨ リ、 結 核

性 疾 患 ノ登 病 二關 ス ル研 究 ア リ、 肺 結 核 豫 防 及

ピ治 療 上 重 要 ナ ル 報 告 績 々登 表 セ ラ レツ ・ア

リ、 青 春 期 二於 テ 「ツベ ル ク リン」反 慮 陽 轄後 、

即 チ初 感染 後 約3ケ 月 一 シテ肋 膜 炎 ノ登 生 スル

者 多 ク、 肺 結 核 ノX線 的 登 病 ハ 「ツベ ル ク リン」

反 慮 陽 轄 後 第1期 二多 シ ト云 フ。 以 上 ノ事 實 ハ

相 談 所 醤 トシテ特 二注 意 セザ ル可 ラザ ル貼 ニ シ

テ、 肺 結 核 患者 ヨ リモ ム シロ健 康 者 ニ シテ、結

核 患 者 ノ家族 タ ル者 テ封構 トス ル余 等 ハ將 來 特

一小 見期 二於 ケ ル結 核 感染 ト叢 病 トノ關 係 二 向

ツテ、 特 別 ナ ル 注 意 テ 向 ク 可 キ ナル事 テ 痛 感

ス^

醗 ツ テ東 京 市 療 養 所 未 牧 容 肺 結 核 患 者 ノ状 態 テ

見 ル ニ如 何 、 不 良 ナル食 飼 ハ其 ノ身 禮 テ弱 メ、

結 核 二 封 スル抵 抗 力 テ 減 退 セ シメ、 探 光不 充

分 、換 氣 不 良 、人 員過 充 ノ陥 屋 ノ肺 結 核 テ惹 起

セ シム ル ノ動 機 タ リ得 ル事 ・・、 自 ラ明 ナ ル ー、

通 風 、 探 光・・云 フ モサ ラナ リ、狭 屋 、 不潔 等 實

二言 語 道 断 ニ シテ、其 ノ居 住 地 ノ多 ク・・低 地、

叉 ハ漁 地 一 シテ、 其 ノ住 居 ハ長 屋 叉 ハ物 置 ノ如

ク、意 ハ少 ナ ク、 其 ノ通 路 ハ狭 ク シテ袋 踏 テナ

シ、 日中 二於 テ モ薄 暗 久 夏 期 等 二 於 テ ハ 悪

臭券 々 トシ唯 風 雨 テ凌 グ ニ過 ギザ ル盟 ノ者 多 ク

6畳 又 ハ4畳 牛 二4人 、5人 ノ家 族 雑 居 シ、 其

ノ内 二肺 結 核 患 者横 臥 シ、 日中健 康 者 ハ全 部 努

働 二出 ヅル タ メ、 安静 テ絶 封 二必要 トスル重 症

患 者 モ唯 一人 ニ テ萬 事 テ便 ジ、患 者 ニ シテ爾 活

動 テ爲 シ得 ル者 へ 自己 ノ疾 病 テ隠 蔽 シ健康 者

ト伍 シテ、 結 核 菌 ヲ撒布 シツ ・鍔働 ス ル テ鹸 儀

ナ ク セ ラル。 夜 間 ハ此 ノ狭 室 二相 重 ナ リテ眠 デ

トル。1日50鏡 テ以 テ家 族3.4人 ノ生 活 テ支

ヘ ル者 ハ上 ノ部 二屡 シ、 多 クハ食 テ求 ム ル ニ吸

々 トシテ、 自己 ノ疾 患 ノ治 療 ノ暇 無 ク シ テ、 病

勢 昂進 途 二床 上 ノ人 トナ リ、 カ ク シテ療 養 所 入

所 申込 テ ナ ス 者 少 ナ カ ラズ、其 ノ1例 テ不 セ

バ 、6畳 、4畳 牛 、2室 二家 族7人 、12歳 ヲ頭

二小 見5人 、 患 者 ハ是 等 ノ小 見 ラ相 手 トナ シ岐

徽 喀 疾 テナ シツ ・、 割 箸 テi糖 袋 ニノ＼ル ・内職

テ ナ シ、 特 二指 頭 二唾 テ付 ケ ツ ・小 楊 枝 二某 雑

誌 ノ小廣 告 ラ巻 付 ケ ツ ・アル テ見 タ リ。 或 ハ開

放 性結 核 患 者 ニ シテ紙 芝 居 ヲ行 商 シ、 健 康 ナ ル

小 見 テ相 手 トナ シ、 口角泡 ヲ飛 バ シテ辮 ズ ル ヲ

見 ル。 内 二家族 ハ結 核 菌 ノ洗禮 テ受 ケ、 外 ニハ

家 族 外 感 染 ノ因 ヲ爲 シッ ・ア ル状 態 ハ實 二戦 慎

二値 ス。 此 腿 二於 テ東 京 市 ガ他 ノ急 性傳 染 病 二

封 スル ノ設 備 テ ナ ス ト共 二、 此 ノ方 面 二注 意 テ

來 シ、 健 康 相談 所 ノ開 設 トナ リ、 肺 結核 ノ撲滅

二向 ツ テ蓋 力 テ致 ス事 トナ リ タル ハ余 等 ノ最 モ

'i央トス ル庭 ナ リn

第二章 小學校虚弱児童ワ結核調査

自魔 的 ニノ・全 ク異 常 ラ訴 フル コ トナ 久 日常 通

學 シ ツ ・アル者 ナ ル ガ、 榮養 不 良 ニ シテ月勾廓 狡

小 、頸 部 淋 巴 腺 腫 脹 、 或 ハ微 熱 テ呈 シ、扁 桃 腺腫

脹 等 テ示 ス モ ノニ シテ、 是 等 ノ者 バー般 児 童 ヨ

リ涯 別 セ ラ レ、 學 校 當 局 ヨ リ特 別 ナ ル注 意 テ彿

ハ レツ ・アル ハ、 見 童 ノ保 健 上 當 テ得 タ ル モ ノ

ナ レ ドモ、尚 一一歩 進 ミテ、是 等 虚 弱 児 危ガ如何 ナ

ル程 度 迄 結 核 二關 係 テ有 ス ル ヤ 否 ヲ追 及 ス ル

ハ、學 童 保 健 二必要 訣 ク可 ラザ ル コ トナ ル ト共

二、肺 結 核 ノ根 本 ヲ極 ムル ニ 向 ツテ モ、 亦 重大

ナ ル意 義 テ有 ス ル ラ以 テ、 見 童 ノ結 核調 査 二關

ス ル業績 ハ枚 墾 二逞 ア ラズ。 結 核 調 査 ノ方 法 ト

シテ第1一 ア グ可 キ ハ 「ッ ベ ル ク リ ン」反 磨 ニ シ

テ、(5)岩崎 、 ㈹井 上 、(7)酒 井 、(s)宇留 野 ノ諸 氏

ノ報 告 ア リ、次 イデ第2ニ ア グ可 キハX線 検 査

ニ シテ、(6)高橋 、山 内雨 氏 ニ ヨル報 告 テ見 ル へ

根 室 地 方 二於 ケ ル小 學 校 見 童759名 中X線 ニ ヨ

リ胸 部 二病 的 所 見 テ認 メタ ル者231名(30.4%〉
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ニ シテ、 内肺 浸潤13名(5.6%)、 肺 門 淋 巴 腺腫

脹82名(35.5%)、 石 灰 化 セ ル初期 攣 化 群73名

(31・6%)、 肋 膜 癒 著51名(22%)ナ リ キ ト云

フ。 然 シ少 ナ ク トモ今 日二於 ケ ル結 核 調 査 ノ最

良 ノ方 法 ト認 ム可 キへ 「ツベ ル ク リン」反 鷹 ト

X線 検 査 ノ 併 用 ナ リ トス((10>有馬、 菊 池、 松 岡

氏 。(11)佐藤 、木 村 氏。(12)小川 氏)。 有馬 氏 ノ札 幌

市 小 學 見 童 ノ 結 核調 査 報 告 テ 見 ル ニ、807名

中 「ツベ ル ク リン」反 鷹 陽 性 者335名(42%)、 内

男40・3%、 女43・5%ニ シテ、 「ツ」反 慮 陽性

者325名 ノX線 検 査 一 於 テ、 病 的 所 見 テ 示 ス

者 ・・148名(45.9%)ニ シテ、 再 感 染 結 核35名

(10・8%)、 肺 門 淋 巴 腺 石 灰 化 及 ビ乾 酪 攣 性 ノ者

53名(16.3%)、 肺 門 淋 巴 腺 腫 脹者45名(13 .8

%)、 初 期 憂 化群44名(13.5%)ナ リキ ト。 以上

ノ諸 報 告 ヲ見 ル ニ小 見 ノ結 核 ハ腺 二占 居 スル者

多 久 非 活 動 性 ノ者 多 シ ト考 ヘ ラル ・モ、 余 ノ

調 査 二於 テハ 、 尚 活 動 性結 核 テ有 シ ツ ・或 ハ潜

伏 徽 寿 ヲ有 シナ ガ ラ、 自豊 的 ニ モ、他 畳 的 ニ モ

看 過 セ ラ レ、全 ク放 任 ノ歌 態 二有 ル者 安 外 二多

カ リ シヲ以 テ、次 二其 ノ詳 細 テ述 ベ ン トス.

調 査方 法

(a)打 蕪 診。(b)肺 活 量 測 定。(c)X線 検 査

(透覗 及 爲 眞)。(d)「 ツ〈ごル ク リ ン」反 慮 。

以 上 、 四 項 テ全 員 二實 施 ス。

(a)打 、聴 診 ヨ リ観 タル盧 弱 見 童(第1表)

7校238名 中 、臨 休 上胸 部 二所 見 ラ認 メタ ル者

ハ96名(40.3%)ニ シ テ、 是 等 見 童 ノ胸 部 所 見

ノ・、 主 ト シテ鎖 骨 下 部 特 二右 側 二多 ク、次 イデ

背 面 肩 脾 骨 間 、 第3ニ ハ背 面 下 部 ニ テ、 呼 吸音

ノ鋭 且 延 長 、 又 ハ微 弱 ナ リ ト認 ム ル者 ニ シテ、

水 泡 音 、 氣 管 枝 音 等 ラ聴 取 シ、 明 二浸潤 有 リ。ト

思 考 シ タル者 ハ唯1名 ニ シテ、 大 部 分 ハ輩 ナ ル

呼 氣 延 長 或 ハ 微 弱 ヲ 認 ムル ニ ス ギズ。 此 ノ96

名 ノ見 童 中X線 二依 リ、 胸 部 二所 見 テ認 メ タ ル

ハ50名(52.8%)ナ リA債i臨 休 上 全 ク所 見 テ認

メ ザ リ シ142名 中、X線 二依 テハ35名(24.6%)

二於 テ、 胸 部 二何 等 カ ノ病 的 所 見 テ認 メ タ リ。

臨 林 所 見 ト「ヅ・ぐル ク リ ン」反 慮 トノ關 係 ハ表 二

第1表 虚 弱見童 ノ臨肱所 見 ト「ソ」反鷹 ノ關係
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示 セ ル如 ク、 所 見 陽 性 ナ ル96名 中59名(61.4

%)「 ツ」反 磨 陽 性 、 臨 躰 所 見陰 性 ナ ル142名 中

「ツ」反 鷹 陽 性 者57名(40 .1%)ニ シテ、臨 沐上 胸

部 二所 見 テ認 メル者 ノ「ツ」反 慮 陽 性 率 ハ シ カ ラ

ザ ル ニ比 シテ遙 二高 傘 ナ ル テ認 ム。 樹 辣 診 上 心

尖 部 二雑 音 テ 認 メタ ル者16名 ニ シ テ、 内4名

ハX線 ニ ヨ リテ 明 二心 臓 疾 患 ノ存 在 テ認 ム
。

(b)虚 弱 見 童 ノ肺 活 量 。

1846年Hutchinsonガ 肺 機 能 測 定 法 トシテ
、

肺 活 量 ノ測 定 ヲ報 告 シ、 肺 結 核 患 者 二於 テハ 其

ノ肺 活量 ノ減 少 テ來 ス ト樗 シ
、 鋤 熊 谷 岱 藏 氏 ノ

報 告 二於 テハ、 浸 潤 性 肺 結 核 、 早 期 浸潤 型 肺 結
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核 二於 テ ハ、 一 般 二肺 活量 ノ減 少 テ來 シ、 特 ニ テー 般小 學 校 二於 テ、 多 クハ肺 活 量 測 定 器 テ設

打 、聴 診 上 所 見 少 ク シテ看 過 サ レ易 キ血 行 性 早 備 スル モ、其 ノ利 用 少 ナ キ_ア ラ ズ ヤ ノ感 無 ε

期 型 二於 テハ特 二著 シキ 低 下 テ示 ス ト。 麟 ツ トセ ズ(第2.3.4表)。
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以 上7名 二於 テハ 、 各年 齢 二鷹 ジ テ著 明 ナ ル肺

活 量 ノ減 少 テ認 ム ル ラ以 テ、肺 活量 指 数 ノ減 少

セ ル者 ニハX線 検 査 ノ必要 テ認 ム
。

(c)X線 所 見 ヨ リ親 身ル虚 弱 見 童(第5表)7

校 虚 弱 児 童249名 中、i聴診 上所 見 ヲ'認メタ ル者

ノ内50名 、 臨躰:上所 見 テ認 メザ ル者 ノ内38名

(聴診 セザ ル3名 テ フ クム)二 於 テ、 明 二肺 二病

攣 ヲ・認 ム。 即 チ 肺 浸 潤12名(4.8j)、 肺 門部

淋 巴 腺腫 脹40名(16%)、 初 期量 化 群23名(9.2

%)重 複 セ ル者 テ算 入 ス レバ28名(11.2%)、 肋

膜 癒 著 ア ル者13名(5,2%)重 複 セ ル者 テ算 入 ス

レバ30名(ユ2.0%)ナ リ.

(1)肺 浸 潤 。

X線 検 査 二依 リ肺 野 二著 シキ浸潤 ヲ認 メ タル者

ハ12名(4・8%)一 シテ、7校 中5校 二於 テ此 レ

ラ登 見 ス。 鎖 骨 下 二 滲 出 性 陰 影 テ 認 ムル者2

名 、 内1名 ハ結 核 菌 陽 性 ニ シ テ、 極 メテ彊 キ滲

出性 ノ構 固形 陰 影 ア リ、其 ノー 端 ハ左 側 鎖 骨 下

第 二 肋 間 ノ外 縁 二接 シ、 内側 ハ 同側 ノ肺 門 部 二

至 ル、 而 シ テ同陰 影 ノ中央 部 ハ室 洞 形 成 テ思 ハ

シム ル歌 テ呈 ス。 他 ノ1名 ハ 同 ジ ク左 側 第 二肋

間 、 内3分 ノ1ノ 塵 二揖 指 頭 ヨ リ梢 ≧小 ナ ル滲

出 性 ノ境界 明 ナ ル陰 影 ア リ、 此 レ ヨ リ同 側 ノ肺

門 部 二索 状 ノ連 絡 テ有 ス ル ト共 二、 右側 鎖 骨 下

部 ニ モ亦播 種 性 ノ浸 潤 ノ駐 在 セ ル テ認 ム。 鎖 骨

下 二播 種 性 浸潤 ニ シテ、米 粒 大 ノ小 斑 貼 ノ密 集

セ ル テ認 ムル者3名 ニ シテ、 右 側2名 、左 側1

名 ナ リ。 肺 門浸 潤 ラ認 ムル者3名 、 下 葉 部 二浸

潤 テ有 スル者 ハ3名 臣 シテ、 右 側2名 、 左 側1

名 一 テ、後 者 ハ 「ツ」皮 内反 磨 ハ全 ク陰 性 ニ シ テ、

3週 間 後 ニ ハ 其 ノ陰 影 全 ク 浦 退 セル モ ノナ リ

キ。 筒 左 側 上 葉 部 全 般 二五 リ薄 雲 状 ノ陰・影 ア リ

テ、 其 ノー 部 ハ増 殖 性 陰 影 ノ漉 ジタ ル者1名 、

以 上12名 中 「ツベ ル ク リ ン」反慮 陽 性 者9名 、

陰 性 者3名r.シ テ、 陰 性 者 ノ中1名 ハ全 ク「ツ」

反 慮 陰 性 ナ リキ。 浸潤 テ認 ム ル12名 中、赤 沈 速

度 促進 シ、結 核 補 膿 結 合 反 鷹 陽 性 ナル者3名 ナ

リ。 此 ノ児 童等 ハ明 ナル 活動 性結 核 ラ有 シi或

ハ結 核 菌 テ撒 布 ナ シツ ・i軍 二虚 弱 見 童 トシテ

遇セラル ・ノミニテ、何等 ノ特別 ナル治療モ加
ヘラル ・コ トナク、集團生活 テナシツ ・アル者

ナリ。術學校別 二例 テ塞 グレバ次 ノ如 シ。

第1校4名(83名 中)

(1)■ 、男、11歳 、「ッ」皮内反慮強陽性、

微熱、右背肩朋骨間呼吸音鏡、右側鎖骨下増殖

性浸潤、右側上中葉間毛髪影 テ認ム。

(2)一 、男、12歳 「ツ」皮内反鷹張陽

性、微熱、左鎖骨下部呼吸音微弱、左側鎖骨下

増殖性浸潤、右側中葉側線 二小指頭大 ノ石灰竈

テ認 ム。

(3)一 、男、12歳 「ツ波 内反鵬 星

陽性、微熱、蕪診所見テ認 メズ。右側鎖骨下二

米粒大穎粒状斑鮎 ノ:密集 セル陰影 テ認 ム。術同

側上中葉間二毛髪形 アリ。

(4)一 、男、12歳 「ツ」皮内反鷹彊陽

性、微熱、左側鎖骨下呼気延長、同塵 二滲出性

陰影中二穎粒状斑鮎テ混 ジタル浸潤テ認ム。術

右側上中葉間二毛髪影 テ認ム。

:第2校1名(14名 中)

(1)■ 、男、12歳 、「ツ」皮内反鷹陰性、

結核補膣結合反磨陰性、徽毒反慮強陽性、赤沈

反慮促進 テ認メズ、1時 間6、2時 間16糎 、左

側背面下部輕濁音、呼気延長、左側肺門ヨリ下

方外側 二周 フ薄雲月犬陰影有 リ、3週 間 ノ林間生

活前後 「ツ」皮内反鷹(2000倍 、100倍)陰 性ニシ

テ、3週 間後 ニハ陰影 ハ完全三浦退、禮重及肺

活量ハ増加 スルモ尚微熱 ハ持綾ス。

第3校 浸潤 テ認 ムル者 ナシ(67名 中)

第4校 」名(37名 中)

(1)■ 、男、7歳 、「ツ」皮内反慮強陽性、

結核補禮結合反慮及徽毒反癒陰性、赤沈速度、
1時 間7、2時 間15糎 、 肺活量指数11.5、 右

背面肩朋骨間 ノ中央迄濁音、呼吸音鋭且延長、
右側肺門部 テ基底 トシ、第三肋間外縁 ヲ'頂鮎 ト

セル不正三角形 ノ強 キ陰影 テ認 ム
。

(2)■ ■■■1女 、8歳 、 「ツ」皮内反慮強陽

性・結核補膿結合反慮張陽性、徽毒反磨陰性、
肺活量指数5・5、赤沈反慮促進、1時 間47,2
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時間74糎 、右背面下部輕濁音、呼気延長、右肺

内部 ヨリ同側 ノ「ジーヌス」二向ツテ滲出性浸潤

テ認 ム。

(3)■ 、男、9歳 、「ツ」皮内反磨強陽・性、

結核補禮結合反磨中等度陽性、徽毒反鷹陰性、

肺活量指数16.1、 赤沈反磨促進1時 間27、2

時間60糎 、左鎖骨下、同背面上部呼吸音鋭 且延

長 スi左 側肺門部 ヨリ同鎖骨下外側 二向ツテ、

剃毛ニテナスレル如キ浸潤 テ認 ム。

(4)■ ■■■■、男、9歳 、 「ツ」皮内反磨強陽

性、結核及徽毒補膿結合反慮陰性、赤沈反慮1

時間7、2時 間17糎 、肺活量指数:8.6、左鎖骨

下部呼吸音著 シク微弱、左肺門部 ヨリ同鎖骨下

二向ツデ薄雲状 ノ浸潤 ヲ・認 ム、爾右側鎖骨下側

二小指頭大 ノ石灰竈 ヲ認 ム。

(5)一 、女、12歳 、「ツ」皮内反磨陰

性、結核補膿結合反磨中等度陽性、徽毒反慮陰

性、肺活量指数6・6、赤沈反慮1時 間6、2時 間

15糎 、 右鎖骨下呼吸音微弱、 右肺尖 ヨリ同鎖

骨下全般 二五 リ薄雲 状 ノ陰影アリ、尚同側 ノ下

葉部心横隔膜間二近 ク石灰竈 テ認 ム。

第5校1名(34名 中)

(1)一 、女、9歳 、「ッ」皮内反磨陰性、

結核及徽毒補禮結合反慮陰性、赤沈反慮1時 間

8、2時 間17糎 、左側第二肋間 ノ内3分 ノ1ノ

部位 二栂指頭大 ヨリ精 気小ナル同形浸潤 アリ、

爾右側肺門部 ヨリ下方「ジー ヌス」二向ツテ剃毛

ニテナスレル如キ陰影 テ認ム。

第6校1名(11名 中)

(1)一 、女、10歳 「ツ「皮内反癒彊

陽性、結核及徽 竃神膿結合反慮陰性、赤沈反慮

促進1時 間37、2時 間75糎 、肺活量指数8・6、

左側前、背面上部濁音、哩音 テ聴取、左側鎖骨

下浸潤 ニシテ、其 ノ中央部ハ軟化 ノ状態テ示 ス、

爾右側上中葉間 ノ毛髪影著明ニシテ、其 レヨリ

上方 二向 ヒ滲出性陰影 テ認 ム、結核菌陽性、2

ケ月度 二於 テ・・、 赤沈反慮1時 間40、2時 間

90糎 ニシテ、左側浸潤ハ著攣 ヲ認 メザルモ、右

側陰影 ハ上方二向ツテ増加 シツ・アリ。

第7校5名 中浸 潤 者 テ認 メ ズ。

(2)肺 門部 淋 巴 腺 腫 脹 。

一 般 見 童 ノX線 検 査 二際 シテ
、判 定 困難 ニ シテt

而 モ重 大 ナ ル意 義 テ有 スル ハ肺 門 淋 巴 腺 腫 脹 ナ

リ トス。 輕 度 ノ淋 巴 腺 腫 脹 テ示 セ ル肺 門 陰 影 ト

生 理 的 状 態 ノ陰影 トハ 、 判 然 ト シテ暉 別 シ得 ザ

ル腿 ニ シテ、 又 其 ノ臨 躰:的所 見 二於 テ モ=著明 ナ

ル異 常 テ認 ム ル コ ト極 メテ少 ナ シ、 故 二軍純 ナ

ル肺 門 ノ肥 大 セ ル陰:影 ハ此 レヲ除 外 シ、 極 メ テ

著 明 ナ ル モ ノ ・ミテ トリタ リ。

虚 弱 児 童249名 中、肺 門 部 淋 巴 腺 腫 脹40名(16.0

%)ニ シテ、 内 「ッ〈ごル ク リ ン」反 慮 陰 影 者9名

ニ シテ此 ノ内1名 ニ ハ明 二石 灰 竈 テ認 メ タ リ。

赤 沈 反 慮 、 結 核 徽 青 補 膿 結 合 反 慮 ラ 實 施 セ ル

者10名 中、 赤 沈 速 度 促進 シテ、 結 核 補 禮 結 合

反 磨 陽性 ナ ル者2名 、徽:青反 応 モ共 二陽 性 ナ ル

者2名 、 赤 沈 反 応 促 進 シテ、 結 核 及 徽 毒 補 禮 結

合 反 慮 陰 性 ナ ル者3名 、 赤 沈 反 庭i、補 艦 結 合 反

慮 共 二正 常 ナ ル モ ノ3名 一 シテ、 活 動 性 結 核 ナ

リ ト認 ム ル 者7名 一 テ 腫 脹 者 ノ15%二 及 プ、

而 シテ是 等 ノ全部 ハ 「ツ」皮 内反 癒 陽性 ナ リキ。

第1校5名(83名 中)

左 側 肺 門部 淋 巴 腺腫 脹 者3名 、 右 側 ノ者2名 一

シテ、 内2名 ハ 「ツ」皮 内反 慮 陰 性 ナ リキ。

第2校4名(15名 中)

左 側 肺 門 部3名 、 右 側 肺 門 部1名 一 シテ、 内3

名 ハ 「ッ」皮 内反 磨 陰 性 ナ リ。,

第3校8名(67名 中1

左 側 肺 門 部4名 、 右 側 肺 門 部3名 、 左 右 腫 脹 セ

ル者1名 ニ シ テ内2名 ハ 石灰 竈 テ フ クム、 此 ノ

石 灰 驚 テ認 ム ル者 ノ1名 ニハ 「ツ」皮 内 反慮 ハ明

二陰 性 ナ リキ。

第4校8名(37名 中),

左 側 肺 門部2名 、 右 側 肺 門 部6名 ニ シテ、 「ツ」

皮 内 反 応 ハ全部 陽 性 ナ リキ。

第5校9名(34名 中)

右 側 肺 門 部4名 、左 側 肺 門部2名 、両 側 ノ腫脹 セ

ル者3名 ニ シテ 内2名 ハ「ツ」皮 内反 慮陰 性 ナ リ。

第6校4名(11名 中)
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右 側 肺 門部2名 、 左 側 肺 門部2名 ニ シテ、 全 部

「ツ」皮 内反 慮 陽 性 ニ シテ
、 内2名 ハ徽 毒反 磨 彊

陽 性 ナ リキ。

第7校2名(5名 中)

左 右 共 三 腫 脹 セ ル モ ノ2名_シ テ、 内1名 ハ

「ツ」皮 内反 慮 陰 性 ナ リ
。

(3)初 期量 化群 。

透 明 ナル 肺 野 二於 テ、 固形 モ シ ク八橋 固 形 等 ノ

境 界 極 メ テ明 ナ ル小 陰 影 ニ シ テ、 局 所 淋 巴 腺 ノ

腫 脹 ・ 叉 ハ石 灰 化 、 或 ハ其 レ ト索 條 連 絡 テ認 メ

タル者 ハ249名 中28名(11.2%)ニ シテ、右側 上

肺 野7名 、 中肺 野5名 、 下 肺 野10名 ノ合 計22

名 ・ 左 側 二於 テ ハ上 肺 野r名 、 中肺 野 二八認 メ

ズ、 下 肺 野1名 、 合 計6名 ナ リ
。(151Simon.

Ballin及 有 馬 氏等 ノ如 久 余 ノ場 合 ニ モ亦 其 ノ

78%二 於 テ 右 側 二多 久 其 ノ分 布 ハ 右 下
、右

上 、 左 上、 右 中、 左 下 ノ順 序 ニ テ、 右 下 、右 上

二其 ノ大 牛 テ占 ム
、 「ツベ ル ク リン」皮 内反 慮 ハ

其 内6名 二於 テハ 陰 性 ナ リキ。

(4)肋 膜 癒 著(肺 尖 部 、縦 隔膜 、葉 間 、 肺 底)。

肺 門、 肺 野 二特 別 ナ ル 所 見 ヲ'認 メ ズ、 「ジー ヌ

ス」、 心横 隔膜 間 、 又 ハ 肺 底 二 癒 著 テ認 ムル者

13名 、 肺 門 、 肺 野 二 共 二 所 見 ヲ認 ム ル者 ニ シ

テ、 肺 尖 部脱 脂 テ認 ム ル者2名 、 縦 隔膜 腓 豚1

名、 葉 聞 毛髪 影4名 ニ シテ、 特 包縦:隔膜 腓 豚 ノ

著 シク多 ク、 而 モ是 等 ノ見 童 二於 テハ、 特 記 ス

ベ キ 既往 症 テ認 メズ
、 特 殊 ナ ル咳 漱 ノ癸 作 等 ラ

全 ク訴 フル コ トナ ク未 知 ノマ ・ニ テ経 過 ス ル者

多 シ。 合 計30名 中 「ツ ベ ル ク リ ン」反慮 陰 性 者

10名 ヲ認 ム ル モ、 是 等 ハ軍純 ナ ル葉 間、心 機 隔

膜 間或 ハ、 肺 底 二軽 度 ノ癒 著 アル 者 ナ リキ。

第1校8名(83名 中)

縦 隔 膜 脱脂2名 、 右 肺 上 中葉 間 肋膜 脱脂4名 、

肺 底 左 側2名 ニ シテ、 此 ノ肺 底 癒 著 ノ者2名 ハ

「ツ」反 慮 陰 性 ナ リ
。

第2校3名(15名 中)

左側 心横 隔膜 間2名1右 側 肺底1名 ニ シ テ、 後

者 ハ右 上 中葉 間 毛 髪影 ラ モ認 へ 肺 底 癒 著 ノ者

ハ 「ツ」反 癒陰 性 ナ リキ。

第3校4名(67名 中)

共 二肺 底 二癒 著 テ認 ム ル者 ニ シテ、 全 部 「ツ」反

慮 ハ陰 性 ナ リ。

第4校7名(37名 中)

右 側 肺底2名(「 ツ」反 鷹 陰 性)、 左 側 肺 尖肝 腫1

名 、右 側 縦 隔 膜 腓 腿4名 ニ シ テ、 此 ノ内7名 ハ

赤 沈 反慮 ノ促 進 セ ル ラ'認ム。

(1)■ ■■■■■、 男 、10:歳 、「ツ」皮 内反 磨 張 陽

性、 結 核 締 盟 結 合反 癒 中等 度 陽 性 、微 意 反 応 陰

性 、 肺 活 量 指 数10.0、 赤 沈 反 磨1時 間35、2

時 間67糎 、1ケ 月後 二於 テ モ 爾 夏時 間17、2

時 間50糎 ニ シテ、 左右 胸 骨縁 二 於 テ 断 綾 性 呼

吸 音 テ魏iキ、 心 尖 部 二軽 度 ノ牧 縮 時 雑 音 ラi聴取

ス。 右 側 肺 門 淋 巴 腺腫 脹 スル ト共 一、 上 方 胸 骨

繊 雲沿 テ搏 動 無 キ極 メ テ著 明 ナ ル帯状 陰 影 テ認

メ、 爾 左 肺 尖部 内 側 ニ モ亦 脱 脂 テ認 メ タ リ。

第 ろ校7名(34名 中)

縦隔 膜 脱 脂4名 、 左 肺 尖 部 腓 腿1名 、 右 側 肺 底

1名 、 右 側 心機 隔 膜 間 癒 著1名(「 ツ」皮 内反 鷹

陰 性)赤 沈 速 度 ノ促 進 セル者 次 ノ2名 ナ リ。

(1)■ ■ ■ ■ 、 男 、9颯 「ツベ ル ク リン」

反 鷹 強陽 性 、結 核 及徽 毒補 膿 結 合反 磨陰 性、肺

活量 指 数G・2、 赤 沈 反 癒 ハ促 進1シ1時 間16 、2

時 間%1糎 、 右 側 鎖 骨 下 二 気 管枝 音 テi聴取 シ、

輕 濁 音 テ呈 ス。 右 側胸 骨縁 二沿 ウテ肺 野 ノ内3

分 ノ1テ 占 ム ル高度 パ 糊 犬陰 影 ア リ、 心臓 ハ右

上方 二牽 引 セ ラ レ、 心尖 部 ニ ハ軽 度 ノ牧 縮 時i雑

音 テi聴取 ス。

(1)■ ■ ■■■、 男 、10歳 、 「ツ」皮 内反 庭1強陽

性 ・結 核 及 徽 毒 神 髄 結 合 反 慮 陰 性 、 肺 活 量 指 数

10・0、 赤 沈 速 度1時 間20、2時 間55糎 ニ シテ、

右 側鎖 骨 下 二気 管波 音 テi聴取 、 右 側 胸 骨 豫 二沿

ウ テ著 明 ナ ル帯状 陰 影 ア リ、 同側 ノ心横 隔 膜 間

二小 指 頭大 ノ石灰 竈 テ認 ム
.

第7校5名 中右 側 上 中葉 間毛 髪 影1名 「ツベ

ル ク リ ン」反 慮 陽 性 ナ リ
。

以 上30名k12%)中 、 自費 症 テ鋏 キ
、不 知 ノ間 二

経 過 セル縦 隔 膜 肋 膜 炎 ノ多 キ テ見 ル
、特 二 内3

名 バ 赤沈 速 度 ノ促 進 セ ル テ認 ム
。
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(d)「 ッベ ル ク リ ン」皮 内 反 慮 ヨ リ観 タ ル虚 弱

見 童。

余 ハ虚 弱 見 童 ノ結 核 感 染 ノ有 無 二關 シテ、先X

線 検 査 ラ全 員 二實施 シ、 肺 二何 等 カ ノ病 攣有 リ

ト認 〃 ル者 ハ249名 中87名 テ 得 タ リ。 一 方

調 査見 童全 員 二 「ツ ベ ル ク リ ン」反 慮 ニ ヨ リテ其

ノ結 核 感 染 ノ駄 態 テ検 セ リ(第6表)。

傳 染 病 研 究 所 製 薔 「ツ ベ ル ク リ ン」液 テ氷 室 二貯

第6表 小學校虚弱見童 「ツ」皮内反慮

＼
年 人

齢

7歳

8

9 i

10

11

ユ2

13

14

15

L
1

「ツ」皮 内

反磨
反磨

度
員

舎
61

17

21

16

23

24

6

の
回

0
ヨ

127

'

陰i判 陽 性

一T6'.51e.5土1.oll幽.511幽

人

12

S

9

7

12

14

3

0

1

66

員

署 喫[-1㌔
9(52.996)

戸一一一 一一」v・ 一一.一一ptMN

31214

12(57.1タ6)

一 ㌔一一一一一一へ

51314

9(56.2タ6)　 　
31115

11(47.6ク6)

　 　
31315

10(41,6%)　 　
21513

3(50%)　
Ol211

2(50%)　
01210

1(50%)　
OIOl1

61(48.Og6)　
18120122

藏 シ、使 用 時 二際 シ生 理 的 食 盤 水 ラ以 テ2000倍

二稀 葎 シテ用 ピタ リ。

マ ンツー 、 メ ンデ ル法 二從 ヒテ、2000倍 「ツ〈ご

ル ク リ ン」稀 繹 液0.1c.c.テ 左 前 博 皮 内 一 注射 シ

48時 間 後 検 診 ズ。 刹 定 ハ浸 潤 ノ 直 脛 テ 以 テ 表

シ、0.5糎 以 下 テ陰 性 、0.5-一一一1・0糎陽性 、1・0

-1.5糎 中等 度 陽性 、1.5糎 以 上 テ 強 陽 性 トナ

ス。247名 中、 其 ノ陽 性 者 ハ 反 鷹 極 メ テ著 明 ニ

シテ、陰 性 者 二於 テ ハ軍 二針 痕 テ残 ス程 度 ノ者 、

叉 ハ 全 ク針 痕 ノ消 失 セル者 多 ク陽 性 ナ リヤ、 陰

性 ナ リヤ ノ判 定 二苦 シム如 キ例 テ見 ザ リキ。

陽 性 者118名 中 中等 度 以 上 ノ反 鷹 テ示 ス者76.3

19

27

19

18

14

11

3

0

120

陰性

』.5

8

9

陽 性

121-'v;viU7

}

11

FO

6

7

3

0

63

O.5土Lo/。0量1,5{1患

1(11.1%)　
11010

10(52.6タ6)　
1i415

15(55.596)

41417

8(42.1%)

　 　
31114

13(72.296)　 　
11517

8(59.1%)　 　
OL亀 _L-5_

4(36.3%)

　 　
0!212

0
　 　
OlO10

0一
へ

01010

57(47.596)　 　
10119130

男女

卒性
均傘9
陽 く3

20.0

52.8

56.3

48.3

58.5

47.3

41。1

40.0

50.0

47.7

%ニ シテ強 陽 性 ノ者 多 シ。

7歳 ヨ リ1・5歳 ノ.見童247名 中其 ノ 陽性 者118

名(47.7%)一 シテ、 内 男127名 中61名(48%)、

女120名 中57名(47.5%)Lニ シ テ、 其 ノ陽性 者

ハ男 、 女 、 共 牛 数 二満 タ ズ。 表 二示 セ ル如 ク各

年 齢 二於 ケル 比傘 テ 見 ル ニ7歳 ニ テハ20%ニ

シテ、8-9歳 二急 劇 二其 ノ陽性 率 ハ増加 シ56

%二 及 ビ、10歳 ニ テ 稽 支低 下 シs11歳 ニハ 再

ビ58.5%ト ナ リ、12-15歳 ニ テノ、、 ム シロ低

下 セ ル テ認 ム。 各學 校 別 ハ次 ノ如 シ。

第1校80名(10--13ue)

市 内山 手 非 衛 生 地 域 内 ノ某 特 殊 學 校 ト目 サ ル ・
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二 通 學 セ ル 、 下 層 階 級 家 庭 ノ見 童 ニ ジ テ 、 其 ノ

「ツ」皮 内 反 慮 陽 性 者 ハ38名(47 .・5%)・ ・:・シ テb

12男 歳 二方全テ52.4%、 女12歳 ニ テ ハ77.8%ノ

　 ロロリ 　　

局 學一テ刀くメ ス。

第2校(第1同2000倍 稀繹液 ヲ用 ヒ第2回 目二・・

其 ノ陰性 者二1000倍 液 ヲ用 ヒソ トシテ誤 ツテ100

倍稀繹 液 ヲ注 射 シタ リ。15名(7-15歳)

某 夏 期 林 間學 校 ノ中 流 階級 家 庭 ノ見 竜一 シテ、

ZF常 風 邪 二侵 サ レ易 ク
、 微 熱 テ呈 スル 者 ナ リ、

3週 間 ノ林 間 生 活 ノ 前後2回 、 最 初 ハ2000倍

稀 繹 液2同 目 一 ハ100倍 稀 程 液 テ以 テ「ツ」皮 内

反 癒 ヲ實 施 セ ル ニ、11歳 及12歳 ノ女 子 各1名

陽 性 ナ ル ノ ミニ テ陽 性 率13.2%一 シテ、他 ノ、全

部 陰 性 ニ シテ、3週 間 二於 テ ハ全 ク 「ツ」反 鷹 陽

轄 者 ヲ見 ザ リキ。

＼＼
＼ 著者＼

場所

年 方

齢 法
別

7歳

8,,

9,,

10,,

11,,

12,,

13,,

14,,

15,,

人 員

%

Hetherin・

gton

Philade1・

phia

%

Mantoux

53.1

68.3

67.0

72.9

515.7

83.5

83.1

89.5

93.2

1,851

71.7%

G6tzl

Wien

Pirquet

38・ 生
_

41.8

42.8

45.2

50,8

51.2

53.2

52.7

4,315

44.3%

第
戸
'

第3校64名{7-9歳)

陽性 者29名(!5・3%)ナ リ.

第4校38名(7-]3歳)

陽 性者27名(71・0%1ニ シテ7校 中最 高 率 テ示 ス。

第5校34名(7-14歳)

陽 性者15名(44.1%)ナ リ。

第6校11名(9-12歳)

陽 性者5名G5.4%)ナ リ。

第7校5名 中 陽 性者2名 ニ シ テ 陽 性 率4(1%

ナ リ。

「ツベ ル ク リ ン」反 慮 二關 シテ ハ、 ピル ケ氏 法 ト

皮 内反癒 トテ比 ス レバ、其 陽 性 頻 度 二多 少 ノ差

異 アルハ 勿論 ノ コ トナ レ ドモ,虚 弱 見 童、一 般 見

童 、都 會 地、田舎 二如 何 ナ ル差 異 テ見 出 シ得 ル カ

先 人 ノ諸 報 告 テ摘 録 ス レバ次 ノ如 シ。(第7表)

酒井轍 離 肇
大 阪 市

小 學 校

Pirquet

65,7

46.9

52.2

58.5

30.9

49.3

52.9

52.8

619

京 都 市

小 學 校

Pirquet

68.52

70.11

73.49

80.17

84.27

89.10

100.0

表 二示 セル如 クニ シテ、 余 ノ陽 性 率 ハ郡 部 ノ夫

レニ比 ス レバi遙カ ニ高 傘 ラ示 シ、Hetherington

/Philadelphsa,酒 井 氏 ノ大 阪 市 、 坂 井 氏 ノ京

都 市 ノ夫 二比 ス レバ低 率 ナ ル モ、有 馬 氏 ノ札 幌

市 、 宇 留 野 氏 ノ廣 島市 、G6tzl/Wien市 ノ

夫 二比 ス レバ箱 ≧高 卒 ニ シテ、 大膿 大 都市 ノ陽

性 …率 二等 シ ク牛 敷 以 上 テ出 デ ズ。

頸 部 淋 巴腺 腫 脹 ト「ツベ ル ク リン」反 慮 トノ關係

テ 見 ル ニ虚 弱 見 童258名 中 「ツ」反 磨 ヲ實施 セル

1,810

表

二英馬有

市
校

幌
學

札
小

眠
t

むo

肥

㎝

㎎

M

肩

333

一7

霧
弧
一
3 溶1

蕊
妻

町一脇
一4

岩崎彌一郎

大 阪 市

Mantoux

35.6

42.8

46.2

51.6

60.9

1,405

彌勝野留宇

市
校

島
學

廣
小

就甲・πP

45.1

964

45.1%

井 上 東

福岡縣下
小 學 校

Pirquet

21.3

18.3
1

23.1

17.1

26.5

34.9

29.4

40.4

247名 中腫 脹 者173名(70.0%)ニ シ テ、 米 粒 大

ヨ リ碗 豆 大 ノ 者 ニ シ テ 「ツ」反 鷹 陽 性 者80名

(46・2%)ニ テ、 内碗 豆大 ノ者28名 中陽 性 者12

名(42.8%)、 大 豆 大 ノ者55名 中31名(56.2%)、

米粒 大 ノ者51名 中20名(39.2%)、 及 ビ大 サ不

明 ナ ルモ 腫 脹 セ ル者39名 中陽 性 者17名(43.8

%)ニ シテ、 碗 豆 大 、 大 豆 大 ノ腫 脹 者 二 於 テハ

米粒 大 ノ者 二比 ス レバ遙 カ ニ其 ノ陽 性 率 ハ高 キ

モ・此 レモ 非 腫 脹 者 ノ夫 レニ 比 スル ニ74名 ノ
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頸 部 淋 巴腺 非腫 脹 者 中32名(4,3.L)%)一 「ツ」反

慮 陽 性 ナ ル テ認 メ、 全 禮 トシ テ ノ差 ハ3.0%内

外 ニ シテ、 特 二頸 部 淋 巴腺 腫 脹 者 二「ツ」反 癒 陽

性 率 大 ナ リ トハ考 ヘ ラ レザ ル モ、 米 粒 大 以 上 ノ

者 ノ約 牛 撒 二於 テ 「ツ」反 鷹 ハ 陽性 ナ リ ト思考 シ

得 可 シ。

(e)考 按

虚 弱 見 童249名 ノ調 査 成 績 テ総括 ス ル ニ、其 ノ

全 部 ノ者 二於 テ微熱 テ呈 ス ル 中流 、 下 層 階 級家

庭 ノ自覧 症 テ訴 ヘ ザ ル者 ニ シテ、其 ノ70%二 於

テ頸 部 淋 巴腺 腫 脹 シ、 一 見 如 何 ニモ結 核 感 染 二

蹄 因 スル ニ ア ラ ズヤ ト思 考 セ ラ レツ ・有 ル ニ拘

ハ ラズ、 頸 部 淋 巴 腺 腫 脹 者 ノ「ツベ ル ク リン」ノ

反 慮 陽 性 率 ハ46.2%ニ テ、虚 弱 見 童全 艘 トシテ

ノ陽 性 率 二於 テモ47.7%ニ シテ、 何 レモ50%

二及 バ ズ、 一般 學 童 ノ諸 報 告 ニ ヨル 「ツ〈・ル ク

リ ン」反 慮 陽 性 率 、 特 二大 都市 ノ夫 二 比 シテ モ

大 差 テ認 メザ ル ラ見 レバ 、微 熱 、 頸 部 淋 巴腺 腫

脹 ラ主訴 トセ ル所 謂 是等 虚弱 見 童 ナル者 ガ特 二

結 核 感染 二深 キ關 係 テ有 ス ルモ ノ トハ 思考 シ得

ザ ル可 シ。

(17:G.Poelschauノ 小 見 頸 部 淋 巴 腺 腫 脹 二關 ス

ル報 告 、(18)Dr.Kurt-Nssselノ 小 見結 核 ノ登熱

二關 スル記載 等 ニ モ主 張 シ居 レル如 ク、頸 部 淋

巴 腺 腫 脹 、 登 熱 等 テ以 テ直 二結 核 二感 染 セル モ

ノ ト断 定 スル ハ早 計 ニ シテ、 須 ク 「ツ・ぐル ク リ

ン」反 磨 二依 ラザ ル ベ カ ラズ。 然 シ乍 ラー か 「ッ

ベ ル ク リ ン」反 慮 陽 性 率 テ 各 校 別 二 見 ル ニ 前 述

ノ如 ク大 差 ア リ、特 二第4校 ノ如 キ ハ70%以 上

ノ陽 性 傘 ニ シテ、X線 所 見 二於 テ モ 「ツベ ル ク リ

ン」陽 性者 ノe50%二 病 攣 者 テ認 メ、 特 二肺 浸潤

5名 一 シテ、 傳 染 源 ノ現 存 テ深 ク疑 ハ シム。X

線 所 見 二於 テハ高 橋 氏 ノ根 室 地 方 二於 ケル見 竜

調 査 報 告 二比 スル ニ、余 ノ場 合 初 期 攣 化 群 、 肋

膜 癒 著 二於 テ ハ梢 支低 率 ナル モ、 肺 浸 潤 二於 テ

ハ2倍 以 上、肺 門 部 淋 巴 腺 腫 脹 ハ]0%以 上 ノ高

率 テ示 シ、 有 馬 氏 ノ札 幌 市 學 童 ノ成 績 二比 シテ

モ亦 何 レ ノ項 目 二於 テ モ高 率 テ示 ス、 此 レ人 口

・密 ナ ル大 都 市 二於 テ ハ其 ノ結 核 感染 率 ノ大 ナ リ

トノ事 實 テ謹 スル モ ノ ト云 ヒ得 可 シ。 虚 弱 見 童

ノ「ツ〈ごル ク リ ン」反 慮 陽 性率 モ特 二高率 トハ云

フテ得 ズ118名(47.7%)一 シテ、 是 等 ノX線 検

査 ニ ヨ リ結 核 性 疾 患 ノ現 存 、 又 ハ経 過 セ リ ト認

メ タル者50.8%ナ ル ガ、一 方X線 所 見 ノ ミヨ リ

見 レバ、 肺 門 又 ハ肺 野 二病 的 所 見 テ示 シッ ・、

尚 「ツ〈ごル ク リ ン」反 鷹陰 性 ナ ル者28名 ニ シテ、

内肺 浸 潤3名 、 此 ノ1名 ハ3週 間 ノ後陰 影 ハ清

退 シ タル者 ニ シテ、 前 後3同 ノ「ツ〈ごル ク リン」

反 雁 陰 性 ナ リキ、 肺 門部 淋 巴腺 腫 脹 、 又 ハ石 灰

化9名 、 初 期 攣 化群 ノ如 キ石 灰 化 竈 テ認 ム ル者

6名 、 肋 膜 癒 著10名 テ認 メ タ リ。

(τgPuhl(20)Ghon(21)Rach等 ノ病 理 解 剖 學 的 、 臨

躰 的検 索 ニ ヨ リ、 肺 二於 ケ ル初 感 染 竈 ハ墜 極 像

テ形 成 シ、 其 ノ治 癒 二及 ビ肺 野 二小 ナ ル石 灰竈

テ ノコ シ、 共 二夫 二相 當 セ ル局所 ノ肺 門部 淋 巴

腺 二於 テ モ腫 脹 、 石 灰竈 テ残 シテ治癒 ス ル ハ事

實 ナ リ トス、 此 ノ如 キ石 灰 竈 テX線 検 査 二依 リ

テ詮 明 シ、 而 モ 「ツベ ル ク リン」反 磨 陰 性 ナ リキ

ト云 フ報 告 へ 佐 藤 、木 村 氏 、 岡 治 道 氏 、(22)小

林 賢 語 氏 等 二依 リテ ナ サ レ、 最 近 二於 テ ハ ㈹寺

島正 一 氏 ハ肺 二 石灰 竈 テ有 スル者31同 、初 期 攣

化 群3臥 葉 間 腓 腿4同 二於 テ「ッ'〈'ルク リ ン」

反 磨 陰 性 ナ リ キ ト云 フ。 余 ノ28名 二於 テハ 明

二重 症 結 核 ニ テ所 謂 「子 ガ チー プニ、アネ ル ギー 」

ニ ョル 「ッベ ル ク リン」反 慮 陰 性 ハ否 定 シ得 ル ヲ

以 テ、前 記 ノ如 キ石灰 竈 ガ非特 異 性 ノ者 ニ シテ、

結 核 未 感 染 ナ リ ト断 ゼザ ル ラ得 ズ。

肺 所 見 者 中 「ツベ ル ク リン」反 庭 陰 性 者 ハ肺 浸潤

L'5%、 肺 門 淋 巴腺 腫 脹22・5%、 初 期 攣 化 群 ノ如

キ陰 影26%、 肋 膜 癒著76.9%ニ シテ、 前 記 三

項 二於 テハ 陽 性 者70%以 上 ナ ル ニ、 肋 膜 癒 著

ハ70%以 上 二於 テ 「ツベ ル ク リ ン」反 磨 陰 性 ニ

シテ、 是 等 ノ者 ハ 輩 ナ ル葉 間 毛髪 影 、 又 ハ深 呼

吸 時 二現 ハ ル ・肺 底 ノ小癒 著症 ナ リキ、 少 ナ ク

トモX線 検 査 ノ ミヨ リ見 レバ、結 核 感染 テ想起

セ シム ル如 キ陰 影 テ「ツベ ル ク リ ン」反 磨 陰 性 者

中 ニ モ 視 ル コ トアル ノ・事 實 ナ リ.然 乍 ラ最 近

「ッベ ル ク リ ン」反 慮 陰 性 者 中 二見 ラル ・此 ノ如
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キ陰 影 テ、X線 ノ ミニ依 ツ テ結 核 感 染 ラ断 定 セ

ル人 ナ キ ニ シモ ア ラザ ル モ、少 ナ ク トモ今 日「ツ

ベ ル ク リ ン」反 慮 ガ 結 核 感染 ト離 ル可 ラザ ル關

係 テ有 シ、其 ノ陽 性 反 磨 ハ結 核 ノ感染 テ受 ケ タ

ル テ謹 ス ル モ ノナ ル以 上 、陰 性 者 ノ肺 ノ陰 影 テ

直 二結 核 性 ナ リ ト断 定 ス ルハ 早計 ナ リ ト云 ハ ザ

ル可 ラズ。 「ツベ ル ク リ ン」反慮 陽性 ニ シテ、X

糸泉ニ ヨ リテ 月市二 病r内所 見 テ 認 メ タル者 ノ]o%

以 上 二於 テ活 動 性結 核 テ認 ムル ト共 二、3名 ノ

潜 伏徽 毒 テモ磯 見 ス、 而 モ是 等 ノ見 童 ハ李 然 ト

シテ何 等 ノ治 療 テ受 クル コ ト無 ク通 學 セ ル ハ、

豫 防 上大 イニ注 目 二償 スル者 ニ シテ、輩 二外 見

上虚 弱 ニ シ テ。臨 沐 上胸 部 二著 明 ナ ル所 見 テ認

ムル ハ極 メ テ少 数 ナ ル テ以 テ、 「ツ ベ ル ク リン」

反 磨 ノ實 施 、X線 検 査 テ必 ズ行 ヒ、 其 ノ所 見 ア

ル者 ノ赤 沈 反 鷹!測 定 テ ナ シ、 病 竈 ノ活 動 性 ノ

有 無 テ検 シ、 或 ハ學 業 ノ中 止 テ ナ サ シ ム ル等 其

他 ノ然 ル可 キ治 療 テ施 サ ・'レバ、輩 二盧 弱 見 童、

又 ハ要 注意 見 童 ト特稻 ス ル モ實 二佛 造 ツ テ魂 入

レズ ノ感 ラ彊 ウ ス ルモ ノ ナ リ。

第三章 大塚健康相談所來訪者 ワ結核調査

(a)非 結 核 症 一 般 外來 者 ノ「ツベ ル ク リン」反

庭i。'

生 テ得 テ ヨ リ年 齢 ノ壇 加 二鷹 ジテ、「ッベ ル ク リ

ン」反 慮 陽 性 率 ノ上 昇 ス ル ハ事 實 ナ ルモ、術 我 國

二於 テハ、 少 ク トモ青 年 及 肚 年 期 二於 テ モ外 國

ノ夫 レニ比 シ相 當 「ツベ ル ク リン」陰 性 者 ノ多 キ

コ トハ小 林 義 雄 氏 、 岡 治 道 氏 等 二依 リテ 主張 セ

ラ レツ ・ア リ.余 ハ 昭和7年 ノ外 來 者877名 一

就 テマ ン ツー、メ ンデ ル法 二從 ヒ、 傳 研 製藷 「ツ

第8表 非結核一般外來者 ノ「ツ」反鷹

ツ」皮内

↑ 反癒年聖
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くごル ク リン」ノ2000倍 稀 繹 液0 .1c・c・テ皮 内 二注

射 シ「ツベ ル ク リ ン」反 慮 テ検 シ タル ラ以 テ、 其

ノ成 績 テ報 告 セ ン トス(第8、9表)。

表 二 示 セ ル 如 久 男436名 中 「ツ」反 鷹 陽 性 者

32り 名(74.3%)、 女4+1名 中31S名 く72.1%)一

シ テ、男 女 卒均73.2%ノ 陽 性 率 テ得 、男 女 間 二

於 テハ大 差 テ認 メ ズ、15歳 迄 ハ曲 線 二依 リテ示

セ ル如 ク女 子 高 率 ニ シテ、15歳 ト20歳 ノ間 二

於 テ男 女 雨 曲 線 ハ交 叉 シ、20歳 以 後 ニ ハ反 封 二

男子 二高 卒 ラ示 ス。 此 ノ如 キ男 女 ノ年齢 二慮 ジ

テ ノ陽性 率 ノ差 異 ハ少 ナ ク トモ、 其 ノー 牛 ハ性

ノ差 異 ニ ヨル杜 會 的 生 活 ノ相 違 ニ ヨル モ ノナ ル

可 シ。 他 ノ東 京 市 ノ者 二就 テ ノ「ツベ ル ク リ ン」

反 癒(ピ ル ケー 氏 反 磨)ノ威 績 ト封 照 スル ニ ㈱市

古 鉤 一一…A氏ハ15歳 ヨ リ61歳 ノ565名 二就 テ、 男

女 李 均 「ツ」反 慮 陽 性 …率ハ67.6%、 男78.8%、
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女60.8%ニ シテ、 男 女 間 二19%ノ 差 異 テ認 ム

ル モ、 余 ノ成績 ニ テハ 全 員 二就 テr).6%ノ 差 ニ

シ テ大 差 テ認 メ ズ。

(b)肋 膜 癒 著 ト「ツベ ル ク リン」反 癒 。

肋 膜 特 二肺 底 二著 明 ノ癒 著 テ讃 明 セル107名 、

是 等 ハ過 去r於 テ肋 膜 炎 テ 自昼 セザ ル者 ニ シテ

内 右側68名(63・5%)、 左 側27名(25.2%)、 雨

側12名(11.3%)一 シテ、 右 側 最 多 ク シテ、 左

側 、 雨 側 ノ順 ナ リ。 其 「ツ・ぐル ク リン」反 鷹 陽性

…率ハ 男85・4%、 女81.5%、 男 女 李 均83.4%ニ

シテ、一般 外 來 者 ノ陽 性 率 二比 シテ10%内 外 ノ

高 率 テ示 ス。

(c)家 族 内 感染 。

肺 結 核 ノ救 護 事 業 テ シテ最 モ有 数 適切 ナ ラ シム

ル爲 メ ニハ、 患 者 テ シテ結 核 ノ如 何 ナ ル カテ充

分 二認 識 セ シム ル コ トー シテ、 療 養 所 テ背 景 ト

シテ活 動 性 開 放 性 患 者 テ シ テ、 傳 染源 タ ラ シメ

ザ ル様 努 力 ス ル ニ アル ハ、 贅 言 テ要 セズ、 一・家

族 内 二於 テ患 者 連 緬 爽 生 シ テ、 而 モ其 ノ傳 染 源

ト目 サ ル ・者 ノ2.3ケ 月 ノ連 緬 瞼疲 二 於 テモ

爾 菌 テ畿 見 シ得 ザ ル場 合 ア ル テ見 ル コ ト展 ミニ

シテ、1.2同 ノ検 疾 上 ノ ミヨ リ開 放 性、 非 開放

性 結 核 テ決 定 ス ルハ 、 當 テ得 ザ ルハ云 フマ デモ

無 シ。 大 塚 健 康 相 談 所 二於 テ ハ、X線 検 査 、赤

沈 反慮 及 ビ検 疾 テ兼 子行 ヒテ活 動 性 結 核 ヲ決 定

シテ、 更 二開 放 性 、 非 開 放 性 テ愼 重 二決 定 シテ

以 テ之 テ塵 置 シ ツ ・ア リ。

此 ノ如 キ結 核 患 者 ガ隣 人 、 特 二家 族 二封 スル感

染 歌 態 テ調 査 スル ハ、 結 核 豫 防 上重 大 ナ ル コ ト

ナ レバ、 之 レニ關 シテ ハ(23Brinckmannノ ・家

族 内封 家 族 外 感 染 ノ比 ハ81封55ナ リキ ト構 シ

伽Kayser-Petersonハ 患 者 家 族 ノ14歳 以下 ノ

見 童105名 中、結 核 感 染 率 ハ53.4%ニ シテ、10

名 二於 テ結 核 罹 患 者 テ犠 見 セ リ ト云 フ。 特 二結

核 ノ小 見 二封 ス ル關 係 へ 菌 二封 ス ル曝 露 膿

質 、 環 境 、 及 ビ年 齢 ニ ヨツ テ決 定 セ ラル ・モ ノ

ニ シ テ、就 中 曝 露 テ重 要 ナ リ トス。(34)A.G6tzl

ハwien二 於 テ小 見400名 ノ調 査 テ ナ シ タ ル ト

コ ロニ依 レバ、 家族 内封 家 族 外 感 染 ノ比 ハ3封

2ナ リ シ ト云 フ、 尚 最 近(2ηW.S.Barclaryノ

報 告 二依 レバ、 開 放 性 肺 結 核 患 者 家 族338名 中

結 核 患 者83名(24.6%)、 特 二小見2・)6名 中 「ツ

ベ ル ク リ ン」反 慮'17.2%ノ 陽性 率 テ見、 結 核 患

者 テ23.3%二 於 テ登 見 シ、之 レニ封 シテ結 核 菌

テ畿 見 シ得 ザ リ シ患 者 家 族 ろ感 染 罹 患 ハ9%内

外 一 シテ遙 カ ニ少 ナ ク、 父 ガ患 者 ナ ル場 合 ノ方

ガ母 ノ患 者 タ ル場 合 ヨ リ小 見 ノ家 族 内罹 患 梢 ≧

多撒 ナ リキ ト云 フ。 兎 二角 小 見 ノ家 族 内感 染 ノ

大 ナ ル ハ事 實 ナ リ トス、 此 レニ封 シテ成 年 期 以

上 二 入 ツテ ノ再 感 染 ノ少 キ ノ・、 夫 婦 間 ノ感 染 罹
の

患 二關 シ テ(28)遠藤 氏等 及(29)紙野 氏 ノ報 告 二依 ツ

テ モ想像 シ得 ル虎 ニ シテKayser-Petersonハ

夫患 者60名 中、 其 ノ妻32名 テ検 診 シ内4名 ノ

肺結 核 患 者 ラ登 見 シ、 妻 患 者47名 中、 其 ノ夫

12名 テ検 診 シ2名 ノ 肺 結 核 患 者 ヲ登 見 セ リ ト。

叉(30)Sollinger・ ・1916年 ヨ リ1930年 間 ノえ之

一 相 談所 ノ報 告 二於 テ、 開 放 性結 核 患 者家 族 ノ

傳 染 危 瞼 傘 ハ32%ナ リ ト云 フ.余 ハ 昭和7年

度 東 京 市 療 養 所 未 牧 容 患 者106家 族 ノ検 診 ノ實

施 セ ル テ以 テ、 其 ノ成 績 ト、アハ セ テ訪 問 「ヵ一

ド」二依 ル家 族 内 感染 二關 シテー 報 セ ン トス。

第10表 結核 患者家族 ノ「ツ」反磨

＼継 ＼縢

論 陰蝋 靴 翻＼＼畔 陽性轡
1-561266.71--57641.7

6-106857.26-10101050.0

11-1591470.911-1561875.

16-2042184.016-2011292.

21-一 一2511191.021-一 一258100.0

26-309100.026-308100.0

31-35 2100.031-35

36-40 6100.036-40

6100.0

7100.0

41-45 5100.041-45 9100.0

46-50 1100.046-50 6100.

51-55 4100.051-55 5100.

56-60 2100.056-601100.0

61-65 61-651100。0

66-70

櫓魏1

66-70

26195178.5

1100.O

l24198180.3

男女李均 「ツ」反慮陽性率79.4%



第11號 】 i新井=小 學校虚 弱兇童 ノ結核調査 995

第 11 表
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(])結 核 患 者 家 族 ノ結 核 調 査 。(第10、11表)

「ツベ ル ク リ ン」反 慮 二依 ル結 核 感染 率 ハ
、 表 二

示 セル如 ク106家 族243名 中 、其 ノ陽 性 卒 ・・男

78.5%(95名)、 女80.3%(98名)ニ シテ、 曲線

二示 セ ル如 ク、 一 般 非 結 核 外 來 者 ノ陽 性 率 二比

シテ、 既 二1歳 ヨ リ5歳 二於 テ遙 ヵ 二高 率 ラ示

シ、 男66.7%、 女41.7%テ 見、10歳 ヨ リ15

第13

循

〃

〃

〃

〃

∬
勿

刀

勿

〃

第 12 表

1510152025303540455055606570窪 ブ

歳 ノ間 二於 テハ 反 封 二女75%、 男70.9%テ 示

シ、 女子 ノ・25歳 、 男 子 ハ30歳 二 於 テ ノ・共 二

]00%ノ 陽 性 率 テ示 ス(第12表)。

表 二示 セル如 ク、 之 レ ラ 非結 核 一 般 外 來 者 ノ

「ツ」反磨 陽 性 率 二比 スル ニ高 率 ニ シテ、 年 齢 二

鷹 ジテ ノ感染 ハ遙 カ ニ早 ク非 結 核 外 來 者 二於 テ

ハ15歳 迄 ハ女 子 高 率 テ示 セ ル モ、患 者 家 族 二於

テ ハ10歳 迄 ハ反 封 二男 子 高率 テ示 ス。

表 ノ1

肺
結
核
患
者
家
族
検
診

人
員

二
四
六
名

一
〇
六

家

族

肺 浸 潤

肋 膜 炎

肺門淋巴胆
腫 脹

初期攣化群

膜肋 癒 著

1-一一5年

0

0

1

0

0

1

6-10

0
召

1

4

(1り

O
」

0

9

11-15

4

1

4

(1。)

5

(1。)

1

(1。)

15

・6-2・!・-25126-3・131-35136--4・

12

1

1

の
召

0
4

18

10

1

2

)

i
エ
01(

0

17

9

0

1

3

0

13

2

0

・
0

一

〇
召

一

2

6

0

0

0

1

0
ヨ

3

41-45

2

0

0

1

1

4

46-50

1

0

0

0

3

4

5、_55156_6αj

0

0

0

2

1

3

0

0

0

1

1

0
ヨ

(1。)ノ・「ツベ ル ク リソ」反磨 陰 性者 ヲ示 ス

X線 検 査 二依 リ肺 二病 的 所 見 テ認 ムル者246名

中95名(38.6%)ニ シテ、 肺 浸 潤42名(17%)、

肋膜 炎4名(1.6%)、 肺 門 淋 巴 腺 腫 脹13名(5.2

%)、 初 期 憂 化群 ト見 ルベ キ者23名(9.3%)、 肋

膜癒 著13名(5・2%)テ 認 ム。 而 シテ其 ノ大 部 分

ハ 「ッベ ル ク リ ン」反 慮 陽性 ナル モ,内 肺 門 淋 巴

腺 腫 脹2名 、 初 期 攣 化 群 ノ如 キ陰 影 テ認 ム ル者

1名 、肋 膜癒 著1名 ノ合 計4名 二於 テ ハ 「ツベ ル

ク リ ン」反 慮 陰 性 ナ リキ(第13表 ノ1)
。.

以 上X線 所 見者 中検 温 、 赤 沈 反 慮 ヨ リ シテ活動

性 ナ リ ト認 メ タル肺 浸 潤 、 肋 膜 炎 、肺 門部 淋 巴

腺腫 脹59名 テ家族 別 二 見 ル ニ、106家 族i中44
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第13表 ノ2

検
診
實
施患

者

ー

肺肋肺
門
淋

浸膜巴
腺
腫

潤炎脹甲
五

年齢
別傳

小染
別源 計

1-5年 6-10 11-15 16-20 畑 「澗 31-35 36-40 41-45 46-50

父
19

32.2% 1 4 4 7 、12 0 0 0 0

母
14

23.7%
0 3 3

一

4

『}__　 _一 一 一

22 0 O 0 0

九
名
(
二
四
・
○
%
)

●
家
族

一
〇

六

兄 姉2,13%・ ・ 0
ヨ 3 5 4

弟 妹 、6.8%

0 0 0 0

5 0
囮

人

糀 嘉
西ll1
六 三入三

名 歩 家

族 族 族

(41・6タ61)

夫
2

3.3%

1
1.6%

0
召

妻

0 0 0

の
召

1

59 1 7 914ユ310 2 0 0
ヨ 1

%23.9%

家 族(41.6%)二 於 テ患 者 テ認 メ タ リ。 即 チ次 ノ

如 シ(第13表 ノ2)。

東 京 市 療 養 所 申込 患 者+家 族 内登 病 者3名 一3

家 族 。

同+同2名 一8家 族i
'同+同1名 一34家 族

是 等 家族 ノ傳 染 源 ナ ラ ン ト推 定 セ ル者 ハ昭 和6

年 ヨ リ7年 二於 テ存 在 セ ル者 ニ シテ、 之 レ ヨ リ

感 染 登 病 セ シモ ノ ト推 定 セ バ、246名 中 實 二59

名(23・9%)一;・・シテ、16歳 ヨ リ20歳 ノ者 最 多 シ。

尚 表 二示 セル如 ク其 ノ推 定 傳染 源 ノ類 別 テ見 ル

ー、 父 テ傳 染 源 トセ ル モ ノ最 多 ク、32.2%ニ シ

テ 、次 デ母 、 兄 姉 、 弟妹 、 夫 、 妻 ノ順 序 ナ リ

キ。 以 上 ノ結 果 テ紙 野 氏 ノ報 告 二比 ス ル ニ、 其

ノ家 族 内罹 患 者 ・・下 層 階 級29.25%、 中流 以上

ノ家 庭 二於 テ ・・36・61%ナ リ ト、 余 ノ下層 階 級

24%ハ 意 外 二低 卒 ナ リキ。兎 二角 一 家 族 内 二2

名 以 上 ノ 結 核 患 者 テ 有 スル モ ノ44家 族(41.6

%)ニ シデ、是 等 家 族 ハ 自力 テ以 テ其 ノ傳 染 源 ラ

隔 離 ス ル能 力 ハ絶 無 ニ テ、 傳 染 源 ハ次 代 ノ傳 染

源 ラツ ク リツ ・、 他 方 家 族 外 感 染 ノ因 テナ シツ

ツ ア ル以 上 、 即 チ現 存 セル傳 染 源 ノ隔 離 テ完 全

ニ シ㍉ 家 族 内患 者 ノ輕 症 ナル 時代 二充 分 ナル治

療 テナ サザ ル 以 上、 結 核 ノ撲 滅 ハ思 ヒモ ヨラザ

ル コ トナ ル可 シ。 近 時 内務 省、 結 核豫 防 協會 等

ガ、之 ノ方面 二於 テ實 質 的 活動 二依 ツ テ、 肺 結

核 患者 ノ登 録 、 早期 駿 見機 關 ノ設 置、 隔 離 病床

テ増 加 ス ル計垂 ア ル ノ報 テ聞 クハ欣 快 トス ル ト

コ ロ ナ リ。 其 ノ計壷 實施 後 ノ成 績 ハ期 シテ待 ツ

可 シ。

(2)療 養 所 未 牧 容 結 核 患 者 ラ封 構 トセ ル家族

内罹 患 。

本所 開 設 以 來 、昭和7年9月 迄 ノ1470名 ノ肺結

核 患 者 、 男1016名 、 女454名 ノ訪 問 「カー ド」

ニ ヨ リ、 其 等 患 者 ノ登 病 以 前 二家 族 内 二肺 結 核

患 者 ノ有 無 テ調 査 シ、傳 染 源 ト目 サル ・者 ノ存

在 セ リ ト云 フ患 者 ハ、 男224名(22%)、 女107

名(23.5%)ニ テ、 男 女 李 均22・7%ア リ。 家 族

外 ナ ルモ、 傳 染 源 テ 認 メ タ リ ト構 スノレ者 男60

名(5.9%)、 女22名(4.8%)ニ シテ、 家族 内 二

於 テモ、 亦 家族 外 二於 テ モ傳 染 源 ト認 ム可 キ者

テ知 ラザ ル者 、 男72%、 女71.6%ア リデ{其
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第 14 表
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ρ0
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四
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四
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鰐
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鱗τ亀
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父2119・6143651111 一
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子 弟65.611 121 1

夫98・41一 ガ22 11
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11121734226
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145
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25.0
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4.0

22
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0

3

100

年齢別行 ノ%ハ 家族 内、家族 外有傳染源 患者及傳染源否定者間 ノ各年齢 別総数 二封 スル%ヲ 示 ス。

ノ大 部 分 ハ 傳 染 源 テ 認 知 セザ ル 者 ナ リ キ(第

14.15表)。 表 二示 セル 如 ク、患者 ノ年 齢 二於 テ

ハ、 男 女 共 二11歳 ヨ リ劇 増 シ、27)歳 二至 リ最

高 二達 シ漸 次 減 少 ス。 傳 染 源 ノ類 別 二於 テ ハ兄

姉 、 弟妹 ヲ第1位 トナ シ、 女 子 ハ母 、 男 子 二於

テ ハ 父、 母 、 同率 ニ シ テ、 子 弟 テ傳 染 源 ナ リ ト

云 フ者 最 少 久 男1.7%、 女5.6%ナ リキ。 省

妻 ヨ リ感 染 罹 患 シ タ リ ト云 フ夫8・4%、 夫 ヨ リ

感 染 罹 患 シ タ リ ト稔 ス ル妻5.8%ニ シテ、 成 人

間 及 ビ子 弟 ヨ リ上 長 ヘ ノ感 染 罹 患 ハ極 メ テ少 ナ

キ モ ノ ・如 シ。 以 上調 査 患 者 中特 島傳 染 源 存 左

期 間 ノ明 ナル123名 二就 イテ、 是 等 患 者 ノ傳 染

源 ト構 スル者 ト患 者 ノ登 病 トノ時 間 的 關 係 テ推

定 シタ ル ニ 次 ノ如 シ(第16表)。 表 二示 セ ル如

久 傳 染 源 ノ死 亡後1ケ 年 以 内、 又 ・・傳 染 源 ノ

臨 躰 的螢 病 後1ケ 年 以 内 二叢 病 セ リ ト云 フ患 者

32名(26%)、2ケ 年 以 内 二登 病 セ リ ト云 フ者 。

24名(19・4%)ニ シテ、爾 後 減 少 シ テ6ケ 年 以 後

二及 ブ者 ハ極 メ テ少 撒 ニ テ3%内 外 二過 ギズ、

5ケ 年 以 内 ト稔 スル 者 大 部 分 テ シメ テ82.2%

ナ リ、術 男 女 別 二見 ル ニ男92名 中1ケ 年 以 内 二

登 病 セ リ ト示 ス ル者最 多 ク27名(29・3%)、2ヶ
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第16表 傳染源 ト家族獲病ノ推定時間的關係

襟

＼欄
記

螺
編

1

10

騨
0

一1

10
一6

11-1542

16-2042

`21-一一2ろ12

f)6-一一306

31-351

36-402

41-453

6-502

51-552

56-601

61-6ろi

66-7・1

30
ヨ

ー

/
0

ク
/

計合

一 一 一 ■一■一 置一

1ケ 年 2ケ 年 3ケ 年 4ケ 年 5ケ 年 6ケ 年 7ケ 年 8ケ 年 9ケ 年 10ケ 年

内 内 内 内 内 内 内 内 内 内

舎 ♀
1

♂ ♀ 舎 ♀ ♂ ♀ 舎 ♀ ♂ ♀ ♂ ♀ ♂ ♀ 倉 ♀ 舎 ♀

3i
1

2 1

1

1 1

,

2

11 1 8 3 4 1 3 1 4 2
1

1 2

10 2 4 2 ユ 2 5 3
1

7 1 2 1 1 1

2 1 2 2 2 1 1 1

■⊥

可⊥

1

1

1

1

1 1

も

1 1

2

1 1

'1

82.2%
一

17.8%

1

∠=. ノー 一㌧

2715 1618}11」4 1016 12}2 2121311 211 31 611

26.0 19.5112.1 13.0 11.3 3,213.2 2.4 32115.6
,幽一_一 一 一

年 以 内 ノ者16名(17・3%〉 、3ケ 年 以 内 ノ者11

名(11.9%)、4ケ 年 以 内 ノ者10名(10・8%)、5

ケ年 以 内 ノ者12名(13.0%)ニ シテ 爾 後 ハ`;%

内外 ニ シテ、 女 子81名 二 於 テハ1ケ 年 以 内 ノ

者5名(16.1%)2ケ 年 以 内 ノ者 ハ8名(25.S%)

ニ シテ最 多 久3ケ 年以 内 ノ者4名(12.9%) 、

4ケ 年 以 内 ノ者6名(19.3%)、5ケ 年 以 内 ノ者

2名(6.4%)ア リ、爾後 ハ男 子 ト同 ジ ク396内 外

ヲ示 ス。Sollinger・ ・テ ナー相 談 所 ノ調 査 二於

テ、最 初4ノ ケ年 以 内 二登 病 スル者 最 多 ク、5

ケ年 以 上 二於 テ ・・極 メ テ 少 ナ シ ト構 シ、 且.

Brauning・ ・傳 染 源 トシ テ ノ期 間 ノZF均 ・・2ケ

年 牛 ナ リ ト報 告 ス。

夫 婦 間 感 染 罹 患 二關 シ テハ前 記 結 核 家 族 調 査 二.

依 ツ テ モ極 メテ少 数 ニ シ テ李 均6.6)%ナ ル ガ、

訪 問 「ヵ一 ド」二依 ル記 録 調 査 二於 テモ家 族 内 二

他 一、 傳 染 源 テ認 メズ、 夫 或 ハ妻 ノ幾 病 シタル

後 各 々畿 病 セル如 キ者 ラ夫 婦 間 二於 テ感 染 罹 患

セ ル モ ノ ト推 定 シ タ リ(第17表)。 表 二 示 セル

如 ク21〕歳 ヨ リ61歳 ノ夫 患 者18r,名 、 妻 患 者 タ

第17表 夫婦間感染罹病7.4%

鯨 市翻 讐 末療漸 糖 肺結核猷 妻間・

罹病 二關 シテ

傳染源
年 罹患
齢 者

別

1

夫患者1照 蓄
1

妻 患 ・者
配 偶 者
罹患(失)

21-25 5 1 28 1

26-30 40 2 30 2

31-35 43 2 22 3

36-40 28 5 14 2

41-45 21 0 4 1

46-50 21 1 2 0

51-55 16 1 3 0

56-60 6 0 4 0

61-65 2 1 2 0

66-70 3

合 計 185名 13名 109名 9名

% 7.0%
■

8.2% 1

ル106名 ノ妻 及夫 ニ ッ イテ調 査 セ ル ニ、 夫 患 者

ニ シテ妻 ノ其 レニ ラ ク レテ登 病罹 患 、 若 シ クハ

罹 患 死 亡 セ ル者13名(7・0%)ア リ、 嚢 病 時 期 ハ

2ケ 年 以 内 ノ者 最 多 ク、30歳 ヨ リ40歳 二於 テ

,
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最 多 シ。 夫 ガ倶 二罹 患 セル 者9名(8.2%)ニ シ

テ・ 同 ジ ク2ケ 年 以 内 二登 病 セ リ ト構 ス ル者 多

シ。 以 上 結 果 テ他 報 告 二比 スル ニ、 遠 藤 氏 等 ノ

東 京 市 療 養 所 患 者 二就 イテ ノ 成績 ・・8・o%、 紙

結

余 ハ 東 京 市 内七 小 學 校 虚 弱 見 童249名 二就 テ打

器 診 、 肺 活 量 測 定 、X線 検 査(撮 影及 透 覗)、「ツ

ベ ル ク リ ン」反 慮 テ以 テ 結 核 早 期 診断 ラ行 ピタ

リ。

(a)翻 覗 童 ノ蜘 木所 見 二於 テ、 胸 部 二異 常

テ認 メ タル ハ7校238名 中96名(40.3%)_シ

テ、 此 ノ52・8%(50名)二X線 検 査 一h肺野 叉 ・・

門肺 部 二異 常 ラ認 メ タ リ.

臨 沐 上全 ク所 見無 キ142名 中、X線 検査 ニ テ35

名(24.6%)二 肺 野 及 肺 門 部 二異 常 テ認 ム。

距矧木所 見 ラ認 メ タ ル96名 中、「ツベ ル ク リ ン」反

鷹 陽 性者59名(61.4%)、 所 見無 キ142名 中57

名(40.1%)二 「ツベ ル ク リ ン」反 慮 陽 性 ニ シテ、

`臨躰 所 見者 ノ「ツベ ル ク リ ン」反 慮 ハ然 ラザ ル ニ

比 シテ遙 カ ニ其 ノ陽 性 率 ハ高 率 ナ リキ。

臣矧木上 心 尖 部 二 牧 縮 時 雑 音 テ聴 取 セル16名 中

4名 心 臓 疾 患 ラ認 ム。

(b)虚 弱 見 童 ノ肺 活 量 指 撒 ハ肺 野 二浸 潤 テ認

ム ル者 二於 テー 般 二低 下 ス
。

〈c)(1)X線 検 査 上2-{9名 中、 肺 野 二浸 潤 テ

認 メ タル者12名(4・8%)ア リ。 内3名 「ツベ ル

ク リ ン」反 慮 陰 性 ニ テ、此 ノ]名 ハ経 過 一 ヨ ツ テ

結 核 性 浸潤 ナ ラザ ル コ トテ知 レリ。 鎖 骨 下 浸 潤

5名(滲 出 型2名 、 塘 殖 型3名)肺 門浸 潤3名 、

下葉 浸潤3名 、 爾 成 人 二見 ラル ・如 キ 上葉 浸 潤

1名 テ見 タ リ。 是 等12名 ノ 見 童 中活 動 性 結 核

ナ リ ト認 メ タル者3名 ナ リキ。

(2)肺 門部 淋 巴 腺 腫 脹 者40名(16%)ア リ。

内 活 動 性 ナ リ ト認 メ タ ル者7名 ナ リキ。 是 等 見

童 中 「ツベ ル ク リ ン」反 慮 陰 性 者9名_シ テ、 内

1名 ニハ 明 ナ ル石 灰 竈 ヲ認 メ タ リ。

(3)初 期 漿 化群 様 像 ラ 呈 セル ハ249名 中28

名(11・2%)ニ シテ、 大 部 分 ハ右 肺 二存 在 シ、 其

の

野 氏 ノ大 阪市 下層 階級 調 査 ノ 成 績 ニ テ ノ・7.6%

ナ リ。 余 ノ男 女 李 均7.4%二 比 セバ 多 少 ノ差 異

アル モ、 之 ラ以 テ 成人 間 ノ傳 染 罹 患 ガ如何 二僅

少 ナル カ テ察 スル コ トガ 出來 ル。

論

ノ分 布 ノ・右 肺 二於 テハ 下野 、 上野 、 中 野 、 左 肺

二於 テハ上 野 、 下 野 ノ順 序 ニ テ左 肺 中野 ニハ1

例 モ認 メザ リキ、此 ノ40名 中 「ツ ベ ル ク リ ン」反

磨 陰 性者6名 テ見 タ リ。

(4)肋 膜 癒著30名(11・2%)ア リ。 肺 尖部 腓

脂2名 、 縦 隔 膜 腓 腿11名(内3名 二於 テノ・活動

性 ナル テ認 ム)、 肺 底 癒 著13名 、 葉 間腓 腿4名

ナ リキ。 是 等 ノ「ツベ ル ク リ ン」反 慮 ハ、 陰 性 者

10名 テ認 ムル モ、肺 底 癒著 又 ハ葉 間 腓 豚 テ軍 掲

二認 メ タル者 ノ ミナ リキ
。

(d)7歳 ヨ リ15歳 迄 ノ虚 弱 見 童 ノ「ツベ ル ク

リ ン」反慮 陽 性 率 ハ、 男48%、 女47.5%ア リ、

卒 均47.7%ナ リキ。 乍 然 學 校 別 子 其 ノ 陽 性 率

ラ見 ル時 ハ極 メ テ大 ナル 差 異 ア ル ラ認 ム。 虚 弱

見 童249名 中活 動 性 結 核13名 、潜 伏 徽 毒3名 テ

謹 明 シタ リ、 「ツベ ル ク リ ン」反 庭 、X線 検 査 ト

共 二赤 沈 反 鷹 測 定 、 血 清 検 査 ノ必 要 ラ認 ム。

(e)非 結 核症 一般 外來 者1歳 ヨ リ75歳 ノ877

名 ノ「ツベ ル ク リン」反 磨 陽 性 率 ハ、ZF均73.2%

ア リ.内 男74.396
、 女72.1%ニ テ、 男 女 間 二

差 異 ラ認 メズ、 年 齢 ノf曾加 二慮 ジ陽 性 率 モ亦 檜

加 スル モ、15歳 迄 ハ女 高 率 ナ リ キ。

(f)(1)結 核 家族1歳 ヨ リ70歳 ノ213名 「ツ

ベ ル ク リ ン」反 鷹 陽 性 率 ハ
、ZF均79.4%(男78.5

%、 女80・3%)ナ リ。

感 染 年 齢 バー般 外 來 者 二比 シ遙 二早 ク、10歳 迄

●ノ、男 高 率 ナ リキ
。

(2)X線 検 査 上結 核 患者 家族i106
、 家族i中44

家 族(41・6%)二 結 核 患 者 テ認 メ、2!6名 中、 肺

浸 潤42名(17%)、 肋 膜 炎4名(].6%)
、 肺 門 部

淋 巴腺腫 脹13名(5・2%)、 初 期 攣 化 群 撮 影23名

9・396)、 肋 膜 癒、著13名(5.2%)ア リ。X線 所 見

者 中 「ツベ ル ク リ ン」反 磨 陰 性 者(5名 肺 門 部 淋
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巴 腺 腫 脹2名 、 初 期 攣 化群 撮 影2名 、 肋 膜 癒 著

者1名)ア リ。

(9)療 養 所 未 牧 容 結 核 患 者1470名 中、明 二家

族 内傳 染 源 有 リタ リ ト云 フ者22.7%(男22%、

女23.5%)ア リ、 家族 ノ内外 ヲ問 ハ ズ、 傳 染 源

ア リ ト推 定 セ ル者28%ニ シテ.70%以 上 ハ傳

染 源 ナ ル モ ノテ認 知 セザ ル者 ナ リキ。

(h)傳 染 源 ト患 者 ノ登 病 トノ關係 ハ、1ケ 年

以 内 二登 病 セ リ ト構 ス ル者26%ア リ、5ケ 年 以

上 二及 ブ モ ノハ名3%内 外 ニ シテ 極 メ テ 少 ナ

シ。

(i)夫 婦 間 ノ感 染罹 患 ト認 ム可 キハ極 メ テ少

ナ ク、妻 患 者 ニ シテ夫 ノ倶 二罹 患 セ リ ト云 フ者

8.2%、 夫 患 者 ニ シ テ、妻 ノ倶 二罹 患 セ リ ト云 フ

者7%ナ リキ。

本 小報 告 テ欄 筆 スル ニ アタ リ終 始 御 指 導 テ賜 リ

タル所 長 寺 尾 博 士 二謹 ン デ感 謝 ノ意 テ表 ス、 術

御 助 力 下 サ レ シ東 京 市 療 養 所 隈 部 署 學 士 、 瞥 島

竹 中 日大 馨學 士 二敬 意 ラ表 ス。
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